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目的 乳房外パジェット病における PDT の有用性を調べる 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング Department of Dermatology, Roswell Park Cancer Institute

対象者 5 人の男性乳房外パジェット病患者 16 病巣、うち 11 病巣は外科治

療後の再発病巣 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 2 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 15 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （5） 

介入（要因曝露） ALA 外用 PDT 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 腫瘍の退縮 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

主な結果 
16 病巣中 8 病巣に 6 カ月後の時点で腫瘍の完全退縮(CR)を認めた

が、うち 3 病巣は 9-10 カ月後に再発した。効果が不十分な 1 例では

フォトフィリンの全身投与による PDT を施行し CR が得られた。 
結論 乳房外パジェット病の治療に PDT が有用である 
備考   
レビューワー氏名 八田尚人  

一次研究の 8 項目 

レビューワーコメント 

エビデンスのレベル分類（ IV ） 
複数例の乳房外パジェット病の治療に PDT を施行した数少ない報

告。有効率が 50％、再発率が 38％。再発率が高いが、繰り返し治療

することで局所のコントロールを行っている。有用性の根拠として

手術療法後の再発率 31-61％と比較しているが、本邦の報告と比べ極

めて高いので信頼性に欠ける。 
 

 
 




